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デューイの反省的思考（reflectivethinking）

　成人看護学臨地実習1の取り組みに関する報告　その1

の適用
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論文要旨　成人看護学講座においては，初年度より看護教育及び看護の実践の場で広く適用されている，看護

過程を取り入れた臨地実習を行っている。そこでは看護過程と看護技術を結び付けて学習することが必要である。

看護過程の思考方法は，デューイの思考過程を看護過程に取り入れられたことに始まると言われている。そこで，

平成15・16年度成人看護学臨地実習1では，デューイの反省的思考を取り入れ臨地実習を行い，その実施過程の

報告を行った。

　実習方法は，原則として，土・日曜日を除き，病院での臨地実習を5日間，学内での実習（オリエンテーショ

ンと反省会を含む）5日問の内，3日間反省的思考を行う時間に当てた。その流れは，グループ毎に臨地実習を

進める中で，看護過程を通して重要であると考えた看護技術を取り上げ，振り返る作業を行った。グループ毎に，

なぜその技術を取り上げたのか理由を明確にして，事例を挙げて看護過程に沿ったレジュメを作成した。発表は，

1グループ30分間で，実技を伴う発表と発表後学生や教員と質疑応答を行った。

　反省的思考を成人看護学臨地実習1に取り入れることは，佐々木がデューイの『思考の方法』を手がかりに看

護教育において　「一つ一つの問題を綿密に考えていくようにしていくことが思考の訓練であり，それが学習であ

る」と仮定している。さらに「経験をし，分析する思考態度の育成が良質の看護を提供することにつながる」こ

とを明確にしたい。

キーワード　デューイ，反省的思考，看護過程，看護技術

■　はじめに

　近年臨地実習時間の短縮，看護の急激な大学化，

臓器移植や免疫治療等の高度先端医療の進歩など，

看護学生を取り巻く医療や社会の環境は大きく変

化している。それに伴い，看護技術力の低下が指

摘され，平成15（2003）年には厚生労働省より

「臨地実習において看護学生に許容される基本的

な看護技術の考え方（案）」の指針が示され，本

大学においても，検討を行っているところである。

　成人看護学講座においては，初年度より看護教

育及び看護の実践の場で広く適用されている，看護

過程を取り入れた臨地実習を行っている。そこで

は看護過程と看護技術を結び付けて学習すること

が必要である。まず看護過程の成立過程を振り返

ると，その思考方法は，20世紀初めアメリカのコ

ロンビア大学看護学部において，ジョン・デュー

イ1）（JohnDewey以下デューイとする）の思考過

程を看護過程に取り入れたことに始まると言われ

ている2）。佐々木秀美は，デューイの反省的思考

（reflective　thinking以下反省的思考とする）を看

護場面における思考作用に適用することを提言3）

している。そこで，平成15・16年度成人看護学臨

地実習1では，デューイの反省的思考を取り入れ

臨地実習を行った。その実施過程の報告を行う。

＊連絡・別刷請求先

まつばら　みゆき

〒737－0182呉市阿賀南2－10－3呉大学看護学部
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■　目　的

　本稿の目的は，2003年度成人看護学臨地実習1

において，このデューイの反省的思考を取り入れ

た臨地実習の実施過程の報告を行うことである。

■　反省的思考に関わる先行研究の分析

　デューイは反省的思考を以下のように定義して

いる。「物自体（thinkingthemselves）のなかに

含まれる真の関係にもとづき被暗示事項に対する

信念を誘導するという方法において現前の事実が

他の事実即ち真理を暗示する精神活動（旧仮名遣

いは筆者が現代仮名遣いに改めた）」4）である。反省

的思考は1930年代のデューイに始まり，1980年代

にはデューイの教育学から影響を受けたショーン

（Donald　A．Schon以下ショーンとする）5）が反省

的実践家（reflectivepractitioner）の専門家教育

を唱えている。そこに共通するのは，リフレクショ

ン（reflection　振り返り　以下リフレクション

とする）という概念である。教育心理学辞典によ

るとリフレクションとは「さまざまな経験を繰り

返す過程で，自分の活動を振り返ることによって，

その活動の論理を引き出す思考」6）とある。近年

では，ショーンの影響を受け，看護教育において

リフレクションを導入している研究が見られるよ

うになり，イギリスを中心に多くの実践報告や研

究が現わされ，教育ツールとしてのリフレクショ

ンは看護専門教育においても重要性が実証されて

いる。

　本田多美枝は，看護におけるリフレクションの

外観を報告7）している。まずショーンの「反省的

実践家」という新しい専門家像を基本に，看護に

おける反省について以下のように述べている。リ

フレクションとは，ショーンの著書による影響が

大きく，看護における反省は，2に分類され，1つ

は「行為過程における反省（reflection－in－action）」

である。つまり，実践家が展開する複雑で不確実

な状況での取り組みについての議論である。もう

ひとつは「行為についての反省（reflection－on－

action／reflects　onreflection－in－action）」である。

つまり，事後的な振り返りと関連しており，経験

（実践）から学びを深める学習のあり方として評

価され，議論されている。つまり，出来事の後に，

あるいは出来事から離れたところで行われる回顧

的な反省（retrospectivereflection）である。特

に，看護学生を対象にした報告が多くあり，その

理由は学生にとって「行為過程における反省」は

困難であるという見解とも関連している。そのた

め，実践した後で行われる「リフレクション」が

重視されている。本田は以上のように述べ，看護

学生にとって，実践した後で行われる反省は学習

のために重要であることを示唆している。さらに

　『反省的看護実践』の基礎的理論は，日常の看護

の営みを説明する視点を提示しており，それぞれ

の看護職者のおかれた状況に応じた学びを深める

基礎的理路として活用できる可能性を実証8）して

いる。

　看護学生を対象にした報告として，上野玲子ら

は1年生を対象にコミュニケーション技術教育に

リフレクションを取り入れた報告9）を行っている。

田村由美らは，主に基礎看護学領域において，イ

ギリスオックスフォード・ブルックス大学におけ

る教授方法のリフレクションを応用した一連の報

告10）を行っている。武藤眞佐子らも成人看護学臨

地実習領域のリフレクティブシンキングについて

報告11）している。

　また教師側の振り返りに焦点を当てた研究につ

いては，村松照美は，健康学習実践における保健

婦の力量形成プログラム開発12）を行っている。そ

れは，教育学者の澤本和子らの行った，今日の教

師教育研究において，反省的思考に注目した研

究13）から，澤本のいうリフレクションの方法を下

敷きとしている。また辰巳理恵は，臨地実習にお

ける指導者の関わり14）に焦点を当てている。つま

り臨地実習指導者である自分自身を研究対象とし

て，自己のあり方を探求し，成人看護学実習・急

性期で各論実習が開始となり初めての臨地実習に

おける教育的関わりの構造を明らかにしている。

その他看護教員に焦点をあて授業の振り返りを行っ

たものとしては，吉村恵美子15）や長井睦子ら16）の

報告がある。

　一方青木由美恵は，看護におけるリフレクショ

ンの潜在的問題について3点報告17）している。ま

ずリフレクションを行う者の価値観や自分自身を

脅かすことにもなりかねないこと，情報の所有権・

自治権の尊重・専門職問の守秘と信頼など倫理的

な問題を挙げている。2つ目は指導する教師側や

学習グループの精神的な負担が増すこと，3つ目

はリフレクションをすることにより実践の場で衝

突が起こる可能性があることを挙げている。同様

に本田もリフレクションを概念化することの難し
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さを指摘18）している。 ■実施方法

■教育目標

　成人看護学臨地実習1では，デューイの定義す

る反省的思考を基本理論として，学生の行った臨

地実習の振り返りを行った。佐々木がデューイの

『思考の方法』を手がかりに看護教育において仮

定している，「一つ一つの問題を綿密に考えてい

くようにしていくことが思考の訓練であり，それ

が学習である」19）。さらに「経験をし，分析する

思考態度の育成が良質の看護を提供することにつ

ながる」20）ことを明確にすることを目標にしてい

る。中津川順子もデューイの経験論を実習教育に

生かす重要性を提言21）している。

　佐々木は，看護における一場面を例示して，

デューイの反省的思考を看護場面における思考作

用に適用して説いている22）。それは検温の時，脈

拍をとっていた看護師が患者の手のにおいが気に

なった場面である。“臭う”ということの意味す

るもの，それは清潔が保てていないのではないか

ということを暗示する。そのことを確かめるため

に看護師は患者の手を含め全身を観察し，いつか

ら入浴をしていないか患者及び家族らに尋ね，看

護記録を確認するなどの知性的整理を行ない，

「1週間入浴していないことにより掌に垢がたま

り臭う」という仮説を立て，患者の全身状態も分

析し，これらの情報を統合する。

　例えば脳出血後1週間目でありバイタルサイン

が安定していないことから再出血の可能性があり，

今日は清潔援助として手浴を行うことを選択する。

たとえ言語的コミュニケーションができない患者

で得られる情報が少なくても，その中から考え，

思考していく過程が看護である。

　この場面は看護過程を展開し，実践しており，

この過程には，デューイの反省的思考の要素が含

まれている。以上の過程を看護学生の行う臨地実

習の場面に置き換えることは可能であると予想で

きる。つまり，佐々木は，デューイの反省的思考

の方法として5項目23）を適用する。1）暗示，2）

知性的整理，3）仮説，4）推論作用と分析，5）

検証である。暗示は情報収集の手がかりになり，

集めた情報は整理され，一つの仮説が得られたら，

分析され，統合されて結論に至る。この方法を用

いて，反省的思考をすすめたい。

1．期　間
　期間は，2003年10月14日～11月21日までの成人

看護学臨地実習1である。

2．発表内容

　発表内容については，表1成人看護学臨地実習

1発表内容を参照されたい。

3．呉大学での授業の進め方

　呉大学での授業の進め方は以下のように実施し

ている。

1）大学看護学部成人看護学では，8単位の実習

　を成人看護学臨地実習1（2単位），成人看護

　学臨地実習II（3単位），成人看護学臨地実習

　III（3単位）に分けて，全8単位を必修科目と

　して臨地実習を行っている。

2）3年生は5人または6人から構成される20グ

　ループに分かれている。それを大きく3つに分

　類する。第1期の1～6グループ，第2期の7～

　13グループ，第3期の14～20グループである。

　1人の教員が1グループを担当し，実習指導を

　各施設の臨床指導者らと一緒に行っている。

3）原則として，土・日曜日を除き，病院での臨

　地実習を5日問，学内での実習（オリエンテー

　ションと反省会を含む）5日間の内，3日問は

　発表を含む反省的思考を行う時間に当てる（表

　2平成15年度成人看護学臨地実習1日程表を参

　照されたい）。

4）グループ毎に臨地実習を進める中で，看護過

　程を通して重要であると考えた看護技術を取り

　上げ，振り返る作業を行う。

5）グループ毎に学内実習室で，取り上げた看護

　技術を繰り返し練習する。

6）グループ毎に，なぜその技術を取り上げたの

　か理由を明確にして，事例を挙げて看護過程に

　沿ったレジュメを作成する。

7）発表は，1グループ30分問で，実技を伴う発

　表と発表後学生や教員と質疑応答を行う。20グ

　ループではあるが，実習配置の関係上，発表は

　全部で21グループ行った。

8）全グループ終了後，教員からコメントをする。

9）発表の様子はビデオテープに収録する。

10）成人看護学臨地実習II終了時に，学生を対象

　にアンケート調査を行う。
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表1　成人看護学臨地実習1発表内容

発表日

10月26日一

　27日

2003年”月

5日と7日

グループ

　名

1

2

3

4

5

5

6

7

8

9

10

11

10，11

12

13

病院
名

Y
病

院

S
病

院

麟

病

院

Y
病

院

S
病

院

｝

病

院

病棟名

慢性期病棟

呼吸器等の内科

外科・整形外科

整形外科

内科

内科・外科・皮

　　膚科

循環器

慢性期病棟

呼吸器等の内科

外科・整形外科

内科

外科・脳神経外

　　科

整形外科

内科・外科・皮
　　膚科

循環器

学習内容

そう痒感に対する
授助一肝硬変で
パッカ水の貼付を
する患者

死後のケア

呼吸音と腸音の測
定部位と順序

一般論とK氏の比較
による左大腿骨頸
部内側骨折患者の
リハビリ

矢語症のある片麻
痺患者の寝衣（か
ぶり）の着脱

四肢・体幹麻痺患
者の石鹸清拭

左大腿骨転子部外
側骨折患者のリパ
ビリ＆ビデオ

ADL拡大のための援
助一血行促進のた
めの足浴

死後のケア（処置）

と解剖

2事例の床上安静患
者の寝衣・シーツ

　　　交換

全身清拭一脳梗塞
による左半身不全
麻痺・失語症・感
覚障害のある患者

両下肢切断患者の
庫椅子移動

大腿骨頸部骨折患
者のリハピリテーションと

移動動作

大腸内視鏡検査
（下部消化管内視

鏡検査〉について

循環器病棟での検
査の流れ一冠動脈造

影検査（CAG）を通
して

名前

A

B

学生2
名

C

D

E

F

G

H

」

K

L

麟

肘

0

年齢

72歳

80歳

22歳

フ0歳

76歳

48歳

83歳

79歳

61歳

70歳代

80歳
代

76歳

87歳

7徽

79歳

68歳

性別

女性

男性

男性

女性

男性

男性

女性

女性

男性

女性

男性

男性

男性

女性

女性

女性

事例紹介

肝硬変・肝不全の患者

肝癌が肺転移しており、呼吸不全となり呼吸停止を来たして心

停止となった患者

健康な成人男性

左大腿骨頚部内側骨折の患者

脳梗塞（右中大脳動脈の閉塞）により、感覚性失語症、右上下
肢完全麻痺、神経因性膀胱がある。　既往歴として、昭和63年
に糖尿病，高血圧、高脂血症もあり、全介助が必要である患者

〈も膜下出血（右対骨動脈解離性動脈瘤）・水頭症　既往歴1
高血圧・高脂血症・脂肪肝の患者

10月1日転倒による右大腿骨転子部骨折（外側骨折〉のため
観血的手術を実施。10月15日から荷重1／3許可となった患
者

慢性心不全、気管支喘息のため入院中で、脳梗塞の既往があ
り、左下肢の不完全麻痺があり、リハビリを行っている患者

肺癌、肝硬変、食道静脈破裂　平成9年から肝硬変、糖尿病で
K病院に通院していたが不規則で、コントロールも不良、，平成

14年10月左胸水有り。平成15年5月・咳が出て、左上
葉、左肺門部に発生した肺癌が右上葉に転移。すでに上大静脈
症候群（上大静脈閉塞症候群とは上大瀞脈が外部からの圧迫や
血管内閉塞により、心臓への血液の循理障害をきたして、頸
部・顔面・上肢にうっ血を生じる症候群。原因には、右上葉肺
癌で右傍気管リンパ節や前縦隔リンパ節に転移した場合に多
い。）が完成し、右胸膜群皮静脈怒張し（メズサの頭）、食道

狭窄も顕著

左肺腫瘍　癌性胸膜炎　平成14年6月左肺肺腫痛切除術を受
け、平成15年6月から8月、化学療法目的でY病院に入院し、そ
の後自宅療養となる。⑯月下旬ころから労作時に息苦しさ、倦
怠感、ふらつきが増し、入院となった患者

平成15年10月に転倒により右大腿骨頚部骨折で入院中の患者。
既往歴として不安神経症がある

脳梗塞（右中大脳動脈の閉塞）により、感覚性失語症、右上下
肢完全麻痺、神経因性膀胱がある患者。　既往歴として、昭和
63年に糖尿病，高血圧、高脂血症もあり、全介助が必要である

糖尿病のため、両下肢切断している患者

左大腿骨転子部外側骨折の患者

胆嚢結石症および貧血の原因績査のために入院した。右股関節
骨折と左股関節人口骨頭遣換術を行っているため、介助により

歩行している患者

狭心症と診断され、CAGを受ける患者

経験後の反省的思考

肝細胞実質の障害により黄疽が出現し、そう窪感が生
じている患者の看護を振り返る

実習中、二人の学生が死後のケアを体験することがで
きた。死後のケアは授業でデモンストレーションはせ
ず、プりント上で学んだだけだったので、グループ内

でその実際を話し合い、学びを共有した。死後のケア
は、患者さんに行える最後の重要なケァであり、希少
な体験であるため振り返る

呼吸音と腸音の測定部位と噸序を明確にするために振
り返る

老年期であるため、身体の衰退が著名であり、床上安
静（ベッドアッブ80度まで、バルーン留置）が必要な

患者のリハビリを振り返る

寝衣（か．ぷり〉のシャツしか持っていない片麻痺患者

の寝衣交換について、技術を高める必要があるから振
り返り

E氏は、四肢・体幹の麻痺・呼吸・嘔吐・嚥下・排尿中
枢に以上をきたしている状態である。そのため、皮膚
の乾燥、角質の脱落、発汗による汚れがあり不快に感
じている。自分でセルフケアをすることができない。

また気管切開による人口呼吸器装着をしているのでそ
の不快感を伝えることが難しい状態にある。これは清

潔の維持が困難であることを意味し、Yさんにとって
精神的苦痛、祷瘡や感染を起こしてしまう危険があ
る。ただ清拭するだけではその汚れを拭き取ることは
困難であり、石戯を使った清拭を行い、清潔の維持に
努めてゆく必要があるため、振り返る

今年に入り2度目の骨折であり、年齢からも骨粗霧症と
筋力低下が考えられる。さらに長期臥床による筋力低
下と再転倒・骨折の不安は大きい。そのため筋力の増
強を図る必要がある。その際、年齢や視覚障書・痴呆
症状を考慮し、指導を行う必要があるため振り返る

終日ベッド上で過ごし、入院前と比べ、運動量の減少
と心不全と貧血による末梢の血行障害があり、下肢の
血行を促進することにより、リパビリの効果が上が
り、自身をつけて歩行することにつながるため，振り
返る

死後のケアと解剖を見る搬会が少ないため、振り返る

1氏や」氏のような様々な患者について、疾患の病態を
知り、状態別にみた上で、甚礎看護実習で実施した基
本的な看護技術を応用させ、技術を適応させていく必
要があるため振り返る

脳梗塞による感覚障害・片麻痺による体位保持困難・
失誘症による意思疎通困難のある患者に対して、どの
ような方法を用いれぱ、清潔を維持でき、精神的安
定。爽快感を得てもらうことができるかという疑問が

生じたため振り返る

両下肢切断後、移動は車椅子で行い、以上には介助が
必要であるため振り返る

術後20日目で体重免荷免除の指示が出ている。術後26
日目、軽度の肺炎で呼吸困難の恐れがあるため、リハ
ビリ開始の前にパルスオキシメーターを付けて、SPO2
を測定し、体重1／3まで荷重制限の指示が出ておりそ

のリパビリを振り返る

検査を行う前から退院までの一連の流れ（処置や観察
項目）をデモンストレーションし、下部消化管内視鏡
検査の特徴を共有するため振り返る

検査を行う前から退院までの一連の流れをデモンスト
レーションし、循環器疾患の特徴を共有したいから振
り返る
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表2　平成15年度　成人看護学臨地実習II　日程表 ■　おわりに

平成15年10月14日～10月24日
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挨

拶
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金
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21
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振

り

　
時り
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平成15年10月27日～11月7日
10月11月

7クルー
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9　ルー
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27
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学
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　学習を進める上で，2年生後期の2月から3月

にかけて基礎看護学実習IIを終了してから約10ヶ

月間，各論実習開始までの時間が長いことは否め

ない。各論実習初期にあたる2003年10月から11月

の6週間，3年生を対象に，デューイの反省的思

考を用いた成人看護学臨地実習1を行った。この

反省的思考を用いたことによる学習効果や教育評

価に関しては，次回に譲るとして，今回は実施報

告に留める。
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